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はじめに
　仙台東部道路は、総延長２４.８㎞の自動車専用道路

で、東北自動車道、三陸自動車道、仙台北部道路及

び仙台南部道路と一体となって、仙台都市圏を取り

囲む延長約６０㎞の自動車専用道路ネットワークを形

成している。また、東北各地と東北の国際交流拠点

である仙台空港や仙台塩釜港とのアクセスを強化し、

地域経済の発展に大きく貢献することが期待されて

いる。

　仙台東部高架橋は、仙台東部道路の仙台東IC～仙

台港北IC間において建設された、道路橋では東北最

長となる延長４,３９０mの連続高架橋である。

事業概要
　路　線　名：仙台東部道路（仙台東IC～仙台港北IC）

　事業期間：平成８年度～平成１３年度

　　　　　　（平成１３年８月１日開通）

　事業延長：５.２㎞（橋梁延長４,３９０m）

　事　業　費：約５２０億円

事業の特徴
　仙台東部高架橋の周辺は、商業を中心として市街

　

方整備局が創設している「美しい国土づくりアドバ

イザー」制度を利用した景観検討を行っている。

　一例をあげれば、当高架橋は、支間割りの関係か

ら鋼鈑桁と鋼箱桁が混在しており、このような場合、

一般的に構造特性から主桁配置が同一にならないが、

鋼鈑桁の側面にブラケットを採用することで、鋼鈑

桁と鋼箱桁との主桁配置を揃え、違和感のない滑ら

かな連続性を創出している。

　また、コスト縮減にも力を入れ、上下線（４車線）

を一体構造することで、分離構造と比較し約１割の

縮減を図っている。

　施工に当たっては、（主）仙台塩釜線の片側３車線

のうち、中央分離帯寄りの１車線を規制する必要が

あったが、インフォメーションセンターを開設し、

事業の目的や必要性、工事状況等をPRし、ご理解を

いただきながら事業を行っている。

　本事業の完成により、東北各地域から仙台空港や

仙台塩釜港への所要時間が短縮されるとともに、市

内一般道路の交通渋滞が緩和されている。
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化が進行しており、ま

た、高架橋は交通量の

多い（主）仙台塩釜線

の中央分離帯を利用し

整備されることから、

一般的な橋梁と比べて

至近距離から見上げら

れるため、景観には特

に、配慮する必要があ

った。このため東北地

側面ブラケットの配置により主桁配置を統一
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